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書　評　　　津田直則（桃山学院大学）

　

１． モンドラゴンのテーマと本書

　モンドラゴン協同組合は世界の協同組合の中
でもひときわ巨人としてそびえ立ち、世界の協
同組合の研究者や運動家に光を放ってきた。
多くの人たちがその発展の秘密を解明しよう
とさまざまな視点から研究してきた。例え
ば、モンドラゴンの思想的根源はどこにある
か、システムとしてどこが革新的なのか、モ
ンドラゴンは一般的か特殊的か、いかにすれ
ばそのシステムを他の国や地域に移転できる
か、巨大化し多国籍化したモンドラゴンはな
お協同組合か、といった問題などが焦点に
なってきた。マクラウド氏は本書でこれらの
問題のどれをも取り上げているが、とりわけ
コミュニティと協同組合の関係にページが割
かれている。まず各章の内容について紹介し
よう。

２． 各章の要約

　第１章「モンドラゴンの中で」では、設立時
からの歴史、モンドラゴングループ全体を構成
する金融・工業・流通の３つのグループ、第
２次レベルの協同組合といわれる教育や研究
所などの協同組合、組織機構や管理運営、部
門・地域ごとのグループ、第３次レベルの協
同組合といわれる総大会（General Congress）
などについて述べられている。

　第２章「モンドラゴンの強さ」では、企業

目標や組織の基本原則、新企業の創設から発
展に至る過程での支援方法などの視点につい
て述べられている。例えば、組織の基本原則
では、民主的組織、労働の主権、手段として
の資本、報酬での連帯、グループの協同、社
会的変革など、モンドラゴンが重視する価値
が検討される。支援方法では、金融機関や研
究開発センターが取り上げられ、新企業の設
立や経営危機における救済方法が示される。

　第３章「新しいビジョン」では、創設者ア
リスメンディアリエタがいかにして社会変革
をめざしたかが、思想的源泉と弁証法的総合
法の２つの点から述べられている。前者で
は、ローマカトリックの思想に見られる労働
重視の思想、バスクの社会的伝統としての連
帯と勤勉、協同組合運動を中心とした社会主
義、ムーニエやジャック・マリタンなどの人
格主義の４つが指摘される。また後者では、
協同労働の考え方や、経済的責務と道徳的責
務の調和や、国家社会主義と資本主義の問題
点の克服などについて取り上げられている。

　第４章「資本主義企業、社会主義企業およ
び国営企業について」では、アリスメンディ
アリエタの協同組合思想が資本主義企業やソ
ヴィエト・モデルとの比較で検討される。ま
た現代アメリカにおける従業員所有企業の増
加や、ピーター・ドラッカーの社会的セク
ターの主張が彼の思想との関係で取り上げら
れる。また彼が伝統的協同組合観よりも、銀
行の役割や労働者の利益やコミュニティの利
益をより重視していた点が述べられる。

　第５章「新しいモデル」では、アリスメン
ディアリエタの新しい協同組合モデルの特徴
が、法律的関係、経済的関係、人間的関係の
３点から言及され、さらに経営管理や協同組
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合企業体などの視点からも検討される。そこ
からモンドラゴン・モデルは、企業総体とし
てコミュニティに貢献すべき点や、人間の向
上のために資本は労働に従属させることが示
される。最後に、モンドラゴン・モデルは他
の社会に移転しえることが主張される。

　第６章「バレンシアの実験」では、上のモ
デル再現の例としてバレンシアにおける試み
が紹介される。ここでは、アリスメンディア
リエタやモンドラゴン協同組合の指導によっ
て、1996年には11の協同組合企業からなる
コミュニティ協同組合企業グループが形成さ
れている。このグループは基本原則としてモ
ンドラゴンと同様の価値を掲げている。

　第7章「北アメリカのかすかな光」では、
カナダおよびメキシコにおけるコミュニティ
開発の実験を紹介している。カナダでは6つ
の事例が紹介される。また開発で重要な役割
を果たす金融組織の６つの実例があげられて
いる。メキシコの事例としては、ユカタン半
島がカナダと同様の地域問題を抱えていると
して取り上げられている。

　第8章「コミュニティ経済の解決策-実践
を反映して-」では、コミュニティ経済開発
のための指針が、グループの形成、既存のモ
デルの調査・検討、事業の機会の確認、機構
の組織化、諸資源の探索、行動開始、という
６段階として解説されている。

３ . 評価

　マクラウド氏は本書を通じて、地域コミュ
ニティへに対し協同組合がどのような意味で
重要かをモンドラゴンを通して分析し、モン
ドラゴンモデルは再現可能であることを例証

し、コミュニティ開発には人間性に関わる価
値と効率的な発展性の両方が重要であること
を強調し、開発手法として段階的手順を示し
ているが、これらの点は本書の特徴であると
共に優れた部分であるといえる。カトリック
の労働観とアリスメンディアリエタの思想が
関係あることは推測されていたが、この点を
明確にしたのも貢献である。

　コミュニティの破壊が大きい国や地域ほど
それを再生するニーズは高まる。その点で日
本社会でもマクラウド氏が示したようなコ
ミュニティ・ビジネスの開発手法の必要性が
ますます高まるだろう。各地で広がっている
地域通貨の導入やＮＰＯ、ワーカーズ・コー
プなどの設立は、人々の間に「信頼」や「協
力」を再生したいという願いの現れである。
中川雄一郎氏の訳はいつもながら大変読みや
すく本書の普及に貢献することと思われる。


